
住みよさランキング 2015 の分析結果 【甲賀市】 

 

１．総括 

○甲賀市は全国 36 位（前年は、37 位）。滋賀県内では草津市に次いで 2 位、

近畿エリアでは 5位。※全国 813市区 

○総合的に見ても前年と大きな数字の変化はなく、2014 年から大きなランキ

ングの変動も見られない。 

（2014 年のランクアップの要因としては、「安心度」に関わる指標として、

待機児童数を調整した「0～4 歳人口当たりの保育所定員数」の項目が追

加されたこと。また、「介護施設定員数」の拡大によるもの） 

 

２．指標の特徴 

○甲賀市の特徴としては、大型小売店舗面積の増加による「利便度」の充実

と、「住居水準充実度」の水準の高さにある。 

※「利便度」とは・・・小売業年間販売額（人口当たり）と大型小売店店舗面積（人口当たり） 

※「住居水準充実度」とは・・・住宅延べ床面積（1住宅当たり）と持ち家世帯比率が算出に用いら

れた指標となっている。 

○民力度が 64位（/791都市）と高いのも特徴。 

※「民力度」とは・・・①事業所数（人口当たり）、②製造品出荷額等（人口当たり）、③卸売業年間

販売額（人口当たり）、④小売業年間販売額（世帯当たり）⑤新設住宅着工

戸数（世帯当たり）、⑥課税対象所得額（世帯当たり）、⑦地方税収入額（人

口当たり） 

○著しく評価の高い指標 

1世帯あたり人員、製造品出荷額、１人あたり大型店舗数、第 2次産業就業 

率、世帯当たり乗用車保有台数、 

○著しく評価の低い指標 

老齢化指数（老年人口を年少人口で除したもの）、地方税収増加率、卸売業 

年間販売額、第 3次産業就業率、住宅地地価、人口あたり病院・診療所数 

 

３．さらにランクアップするためには 

○「安心度」「快適度」「富裕度」の上昇が必要。 

「安心度」とは・・・①病院・診療所病床数（人口当たり）、②介護老人福祉施設（人口当たり）、③出

生数、④待機児童数 

「快適度」とは・・・①汚水処理人口普及率、②都市公園面積（人口当たり）、③転入・転出人口比率、

④新設住宅着工戸数（世帯当たり） 

「富裕度」とは・・・①財政力指数、②地方税収入額（人口当たり）、③課税対象所得（納税義務者１ 

人当たり） 

４．その他 

○近畿エリアでは、滋賀県の 6都市がトップ 10にランクインしている。 

○滋賀県内では守山市が（全国順位 49 位→123 位）近畿エリアで昨年 8 位か

ら 23位とランクダウン。これは大型商業施設「ピエリ守山」の休業による

大型小売店舗面積の減少により「利便度」の順位が急落したことと、出生

数減少や保育所関連指標の低下による「安心度」の順位低下が影響してい

る。（「ピエリ守山」は、その後 2014 年 12 月にリニューアルオープンして

いる） 

 資料４ 



 

 


